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東寺・西寺・羅城門

(財 )京都市埋蔵文化財研究所　近藤奈央

はじめに

現在の京都の玄関口は京都駅ですが、平安京の玄関であった羅城門は、京都駅から南西方向の住

宅地にありました。京都駅から烏丸通を九条通まで南下し、東寺門前を通りすぎて、さらに西へ行

くと矢取地蔵が安置された御堂があります。その北側に石碑の建つ小さな公園があり、ここが羅城

門の推定位置です。また、さらに北西へと足を運ぶと、中央に土山のある唐橋西寺公園に行き当た

ります。この土山が西寺の講堂跡で、周辺を含めて史跡公園として保存されています。一方、京都

のシンボルとなっている五重塔が建つ東寺は、堂宇が建ち並ぶ南半については旧寺域を保っており、

民家が立ち並ぶ北半についても、東寺子院や門、道路から往時の様子をしのぶことができます。こ

のように、羅城門や西寺、そして東寺の地上の現況は対照的ですが、いずれも平安京の重要な遺構

として多くの調査が行われ、数々の成果を上げています。

今回は、東寺や西寺、羅城門の発掘調査で明らかとなった事柄に加え、東寺東築地塀の調査から

得た成果を合わせて紹介したいと思います。

１　平安京玄関口の視覚的効果

　　平安京は、羅城門を中心に、朱雀大路を軸に左右対称の位置に東寺と西寺を建造。

　　羅城門・・・正面７間、奥行２間、二重の楼閣

　　東寺金堂・・・正面７間、奥行５間、一階裳階付（桃山時代）

　　東寺五重塔・・・高さ 54.8 ｍ（江戸時代）

　　西寺も東寺と同じ規模の建造物が建てられた。

　平安京外から来た人々が最初に通る場所＝羅城門

２　羅城門跡

　九条旧千本通交差点北側に位置し、公園内に「羅城門跡」の石碑が建てられている。

　朱雀大路と九条大路が交差した南端に、平安京造営当初に造立。

　楼上に王城鎮護の毘沙門天を安置。

弘仁七年（816）八月に大風で壊れ、天元三年（980）七月に暴風雨で倒壊。以後は再建されずに

荒廃。→治安三年（1023）に藤原道長が法成寺造営に使うために羅城門の礎石を運搬させる。

『今昔物語集』には、さびれた場所が葬地に変わっていったという説話が掲載。

渡辺綱の伝説→室町時代に謡曲や狂言の演目「羅生門」として成立。

羅城門推定地での発掘調査は今まで４回行っているが、その痕跡は一切確認されていない。羅城

門付近の調査においても、氾濫堆積や流路堆積などが確認されるのみ。

鍋取川の流路によって、削平されたとみられる。鍋取川は旧堀川の流路で、現花屋町通付近から

島原に入って南流し、六孫王神社西側を通り、羅城門まで流れていたとされる。

→平安京南端の中心を確認することができない。

３　西寺跡

九条七本松交差点の北西側一帯。

寺域南側は唐橋小学校および史跡公園、寺域北側は学校および民家。

大正 10 年（1921）３月３日史跡指定。

朱雀大路を軸にして東寺と対称の位置にあった。東寺とともに、平安京内に造ることを許された

同規模の官寺で、右京九条一坊九～十六町の８町を占めていた。

延暦十五年（796）に造寺長官を、翌年に造寺次官を任命。→本格的に造営開始？

正暦元年（990）二月に西寺が焼亡し、再建するまでの間、西寺で行っていた国忌を東寺で行っ

ていたようであるが、再建の規模などは不明。

天福元年（1233）に塔が焼け落ちて以降は荒廃。

発掘調査は 20 数回におよび、伽藍配置や建物規模などが判明。

４　東寺（教王護国寺）

大宮通の西、九条通の北に位置する。

昭和９年（1934）３月 13 日史跡指定、平成６年（1998）世界文化遺産登録。

平安京左京九条一坊九～十六町の８町を占めていた。現在は、南４町分に伽藍が残り、北４町分

には、東寺の子院や学校、民家が並ぶ。子院の地割りは残存している部分も多い。南半の主要伽藍

は現在も平安時代の寺域を継承。

現在、子院のある北側は東寺の事務をつかさどる政所院や、職人の住居街と推定される賤院があ

った。中世に子院となる。

西寺同様、延暦十五～十六年に、本格的に造営が開始したとみられる。

弘仁十四年（823）に、弘法大師空海に東寺が下賜。真言密教の根本道場として繁栄。

その後、火災などにより焼亡・再建を繰り返すが、主要伽藍部分については、ほぼ規模・位置を

変えることなく存続。
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調査は寺域を含め、北側の旧寺域においても実施。

建造物解体に伴う調査が多い。→東築地の調査。

　

５　まとめ
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